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                                        2025年 5月 1日 

                              氏名  山 田 千 春         

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 
１．教育学 教育社会学、教育制度、教科教育学 

２．社会学 社会福祉学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 
事      項 年月日 概      要 

１ 教育方法の実践例   

１）「日本語コミュニケーション演

習」の学生教育指導 

平成20年9月 

～平成21年1月 

 

 

短期大学の日本語コミュニケーション演習において、高等教

育では実践例の少ない話し言葉の指導を行った。学生に事前の

アンケート調査を実施し、それをもとに授業や演習を組み立て

た。 

 

２)「幼児と言葉」の学生教育指導 2022年4月 

～現在 

 

 

 札幌大谷大学短期大学部保育科において、前半は、幼児の言

葉の発達や「幼稚園教育要領」における領域「言葉」の内容に

ついて指導を行った。後半は、幼児の言葉を豊かにする「素話」

や「絵本」の読み聞かせなど、学生の活動を中心とした実践的

な授業も展開した。 

 

３)「文書作成法」の学生教育指導 

 

2022年4月 

～現在 

 

 札幌大谷大学において、レポートや論文を作成するための基

礎的な内容について指導をし、課題提出後の添削を行った。学

生が社会的な問題に対して関心を向け取り組むことができるよ

うに、文書作成の課題内容の工夫を行った。 

 

４)「児童文学」の学生教育指導 

 

 

2022年9月 

～現在 

 札幌大谷大学短期大学部保育科において、近代以降の児童文

学や絵本についての概要や歴史を指導した。学生には毎時間、

絵本を読んでの感想を提出させ、学生の絵本の読書量や読解力

を高める取り組みを行った。 

 

５)「日本語コミュニケーション演

習 文書表現」の学生教育指導 

 

2022年9月 

～現在 

 

 

札幌大谷大学短期大学部保育科において、レポートや論文を

作成するための基礎的な内容について指導をし、課題提出後の

添削を行った。学生が社会的な問題に対しても関心を向けるこ

とができるように、新聞記事を活用した教材を使用して授業を

展開した。 

２ 作成した教科書，教材  特記事項なし 

３ 教育上の能力に関する大学等

の評価 

  

４ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

 特記事項なし 

 

５ その他  特記事項なし 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
事      項 年月日 概      要 

１ 資格，免許 平成2年 3月 

 

平成15年11月 

 

平成15年11月 

中学校教諭二種免許状（国語） 

平元中第134号（山形県教育委員会） 

中学校教諭一種免許状（国語） 

平15中一種0106号（北海道教育委員会） 

高等学校教諭一種免許状（国語） 

平15高一種0146号（北海道教育委員会） 

２ 特許等  特記事項なし 

 

 

 



 

事      項 年月日 概      要 

３ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

平成3年4月 

 

 

 

平成13年 8月 

 

平成21年 4月 

 

2023年  9月 

2025年  4月  

・北海道公立中学校教員 

（国語担当・平成3年4月～平成11年3月） 

国語の指導教員として、教育実習生に対して教材研究や学習指

導案作成の指導を行った。 

・北海道公立中学期限付教員・高校時間講師 

（国語担当・平成13年8月～平成21年1月） 

・高等専修学校教員・非常勤講師（後期中等教育機関） 

（国語担当・平成21年4月～現在に至る） 

・広域通信制高校スクーリング講師（国語担当・現在に至る） 

・北海道芸術高等学校非常勤講師（国語担当・現在に至る） 

４ その他 平成18年2月 

 

平成20年11月 

 

・「札幌市民カレッジ講座」でスリランカでの青年海外協力隊の

活動について講演をした。 

・JICA北海道の依頼を受けて、北海道立札幌北高等学校の定時

制の生徒を対象に青年海外協力隊での体験談を講演した。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（著書）     

１．高等専修学校の研究

－地域の教育ニーズに

着目して－ 

 

 

単著 2022年3月 六花出版 

267頁 

「北海道の事例を中心に日本の後期

中等教育において、高等専修学校が

実在している要因を地域の教育ニー

ズとの関連性から明らかにし、高等

専修学校の評価を検討した。高校生

世代を引き受けている 3 年制の高等

専修学校は、地域によっては全日制

高校の補完ではなく、全日制高校の

代替として地域の高校ランクに組み

込まれて運営されている学校もあっ

た。60 年の歴史を持つ高等専修学校

の変遷を丁寧に読み解くと、地域の

後期中等教育のニーズを素早く汲み

取り、そのニーズに柔軟に対応しな

がら学校を存続させていたことが明

らかとなった。」 

     

（学術論文）     

１．スリランカにおける

貧困と教育－教育費の

活用を中心としたサム

ルディ計画の成果と課

題－ 

 

 

単著 平成18年3月 「教育福祉研究」 

第12号（北海道大学大学

院教育学研究科・教育福

祉分野） 

pp.11-23 

 

「スリランカのサムルディ計画は、

貧困削減を目的とした福祉政策であ

る。現地調査を行い、サムルディ計

画を受給している貧困層と受給して

いない中流家庭との教育費の比較を

行った。その結果、貧困家庭は、サ

ムルディ計画から得られる収入を教

育費として活用していたが、中流家

庭との格差を埋めるまでは十分では

なく、貧困世帯の子どもの教育保障

という観点から、サムルディ計画以

外に、新たな教育費支援制度の必要

性が示唆された。」 

 

 

 

 

 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

２．支援を必要としてい

る子どもと社会的養護 

共著 平成18年7月 児童養護第」37巻（1）

（社会福祉法人全国社

会福祉協議会） 

pp.21-30 

「教師から見える生活困難を抱えた

子どもの学校での事例を取り上げ、

現代の日本社会において、児童養護

施設の子どもの他にも、社会的な支

援を必要とする子どもの存在を示し

た。学校では、生活困難を抱えてい

る子どもに対して、学習指導、生徒

指導等、最善の努力を行っており、

そのような子どもの唯一の救いの場

になっている反面、支援の限界とい

う面もあり、生活困難を抱えている

子どもに対する、社会的支援の必要

性を述べた」担当部分：「北海道公立

中学校・高等学校の学校現場より」 

 

（共著者）松本伊智朗、澁谷 昌史 

３．貧困世帯の教育費調

達におけるマイクロク

レジットの役割と課題

－スリランカのサムル

ディ計画の調査を中心

に－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．短大におけるにおけ

る日本語力教育の実践

的研究(査読付) 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

平成20年6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年8月 

「北海道大学大学院教

育学院研究紀要」 

105号 

pp.91-110 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校教育研究」No.24 

pp.200-211 

「『スリランカにおける貧困と教育

－教育費の活用を中心としたサムル

ディ計画の成果と課題－』を加筆・

修正した。サムルディ計画は、マイ

クロクレジットによる事業が軌道に

乗り、教育費として活用できるよう

になるには時間を要し、随時、必要

となる子どもの教育費には利用しに

くい欠点を持つことがわかった。さ

らに、マイクロクレジットによる事

業ができない家庭もあるので、奨学

金や教育ローンの必要性が示唆され

た。」 

 

「近年、大学生の日本語力を高める

ため、多くの大学で日本語力教育が

実施されている。A短期大学で保育科

の学生を対象に、職場でのコミュニ

ケーションが円滑に図れるよう実践

的な演習を行った。その後、学生の

アンケート調査を中心に大学におけ

る日本語表現、特に口語表現法の授

業の課題を整理した。今後、学んだ

ことが保育実習で活かせるように、

保育科の教員と連携を図りながら授

業を展開していくことが課題として

明らかとなった。」 

 

５．高等専修学校の役割

と課題：検討のための研

究ノート  

単著 平成24年12月 「教育福祉研究」 

第18号（北海道大学大学

院教育学研究院・教育福

祉分野） 

pp.67-74 

「高等学校以外に中学卒業生の進学

先として、高等専修学校あるが、こ

の学校の存在すらも知られていな

い。そこで、本稿では、高等専修学

校を紹介しながら、後期中等教育に

おける役割と課題を検討した。その

結果、中学までの学校生活に躓きを

感じ生徒への再チャレンジの場を提

供している役割があることが分かっ

た。定時制や通信制との競合から、

登校日数を緩めたり、卒業生の就職

先の確保等、高等専修学校の教育に

関する課題を示した。」 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

６．専修学校研究の検討 

 

単著 

 

平成25年6月 

 

「北海道大学大学院教

育学研究院紀要」 

118号 

pp.207-223 

 

「高等専修学校の研究課題を明らか

にするため、専修学校の先行研究を

「歴史・制度成立」「中等後教育の位

置付け」「教育の特徴」の観点から整

理した。その結果、国が専修学校に、

どの程度、財政的に支援するのかと

いう議論が不十分な点、教育の特徴

が類型化されていない点などが指摘

できた。今後は、高等専修学校にお

ける「教育の特色」「生徒の成長・進

路選択」という視点から研究を行い、

先の課題を明らかにしていく必要性

がある。」 

 

７．教育の目的による高

等専修学校の分類 

 

単著 

 

平成25年9月 

 

「教育福祉研究」 

第19号（北海道大学大学

院教育学研究院・教育福

祉分野） 

pp.9-18 

 

「高等専修学校は、高等学校と同じ、

後期中等教育機関に位置するが、そ

の存在を知る人も少ない。本稿では、

その教育の特徴を捉えるため、修業

年数別に教育内容の類型化を試み

た。その結果、短期の高等専修学校

では、国家資格を取得するための学

校であった。それに対して、3 年制の

高等専修学校では、中学の不登校生

徒や高校中退者に対して、職業教育

を行いながら、高卒の資格を取得さ

せるための学校であることが分かっ

た。」 

 

８．高等専修学校の    

1 条校化をめぐる論

点 : 管理職への聞き取

り調査を中心に 

 

単著 平成26年6月 「北海道大学大学院教

育学研究院紀要」 

120号 

pp.179-198 

「高等専修学校に焦点を当て、北海

道の高等専修学校の管理職に行った

調査をもとに、1 条校化をめぐる論点

の整理を試みた。高等専修学校の 1 条

校化をめぐる論点として、1、全専各

連の 1 条校化の要望と現場との間に

意見のギャップがある点、2、格差の

改善を優先するのか、教育における

自由度を優先するかという点、3、教

員資格の基準について、4、学園内に

おける他の学校との関係性の問題，

以上 4 つの論点を見出すことができ

た。」 

 

９．後期中等教育におけ

る高等専修学校の現状

と課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「専修教育No.37」 

pp.45-49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高等専修学校も少子化対策の一環

として、不登校生徒や学習に特別な

配慮が必要な生徒の受け入れを行っ

てきたが、通信制高校や民間のサポ

ート校などと比較すると従来の学校

的な教育施設である。そのようなよ

り学校的な学びの中で、不登校生徒

や学習障害のある子どもに対して再

チャレンジの機会を提供していた

が、そのような子どもを全て取り込

むことは不可能であり、高等専修学

校におけるいくつかの課題が明らか

となった。」 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

10．高校国語科における

「話すこと・聞くこと」

の授業実践に向けて－

先行実践の成果と課題

－ 

 

単著 

 

2022年3月 

 

北海道高校教育研究会

「研究紀要」59号 

pp.41-48 

 

「2022 年度から高校も新学習指導要

領が本格的に実施される。今回の改

訂は高校国語科によって戦後最大の

改革と言われ、共通必履修科目の「現

代の国語」では、「話すこと・聞くこ

と」の指導時数も明確に示されるよ

うになった。しかし、高校国語教育

においては、「話すこと・聞くこと」

の授業実践がほとんど行われていな

い現状にあったので、先行実践を紹

介しながら、今後、高校国語科にお

いて「話すこと・聞くこと」の授業

を構想する上でのポイントを明らか

にした。」 

 

11．保育内容領域「言葉」

の変遷と歴史的背景―

「何をどのように指導

するのか」に着目して― 

共著 2022年3月 札幌大谷大学・札幌大谷

大学短期大学部紀要 

第52号 

pp.85-101 

 

（共同研究につき本人担当部分抽出

不可能） 

 

「幼稚園教育要領おける領域「言葉」

に示された指導内容と指導方法が、

戦後の社会背景のもとどのように変

遷してきたのかを整理し、現行の領

域「言葉」で「何をどのように指導

する」ことが重視されているのかを

検討した。それを踏まえ、双方向コ

ミュニケーションに不可欠な信頼関

係の構築、言葉の楽しさや美しさに

気付き言葉を豊かにする児童文化財

の活用、読み書き言葉の発達や文字

を使う楽しさを味わえるごっこ遊び

などを授業で学生に指導することを

提案した。」 

 

（共著者）大澤 亜里 

 

12．学生の絵本選択に関

する現状と課題－読書

記録やアンケート調査

を中心に－ 

単著 

 

2023年3月 

 

札幌大谷大学・札幌大谷

大学短期大学部紀要 

第53号 

13頁 

 

「保育科における学生の絵本選択の

現状と課題を明らかにするため、学

生から記載してもらった「読書記録」

とアンケート調査をもとに分析を行

った。学生の絵本選択については、

長きにわたって評価され続けてき 

た絵本を選ぶ傾向がみられ、しかも、

創作絵本に偏っていた。学生の絵本

の選書理由は、「幼少期から読んでい

て、好きな絵本だから」が最も多く、

次に「実習先で読み聞かせた絵本だ

から」などが多かったが、大学の授

業で知った絵本を採用している学生

は少なかった。以上のような学生の

絵本選択の現状と課題から、次年度

の絵本指導は、学生の絵本の読書量

を高めていく指導、 1 冊の絵本を深

く読み込んでいく指導、絵本の指導

を行っている科目間での連携、大学

図書館の利用活性化につながる授業

の取り組みなど、以上 4 点を行うべ

きであることが明らかとなった。」 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

13．「子どもの貧困」と

物語絵本の可能性 

単著 

 

2024年3月 

 

札幌大谷大学・札幌大谷

大学短期大学部紀要 

第54号 

14頁 

絵本『おかあちゃんがつくったる』

と絵本『きょうはおかねがないひ』

を分析し、「子どもの貧困」に対する

物語絵本の可能性を検討した。その

結果、「子どもの貧困」における物語

絵本の可能性として①読者が身近に

ある「子どもの貧困」の実態を知り、

貧困にある人々の心情を理解するこ

とできる②大人と子どもが「貧困」

について語り合うことができる③貧

困に関わる対策を読者が知ることが

できる、以上3点が見出された。一方、

課題としては①海外の翻訳絵本の場

合、海外の出来事として片付けられ

てしまう危険性がある②「子どもの

貧困」を描いた絵本を大人が選択し

ない可能性がある③「子どもの貧困」

よりも救済活動の方に人々の興味関

心が収斂されてしまう可能性があ

る、以上3点が挙げられた。 

 

14．〈研究ノート〉広域

通信制高校のサテライ

ト施設に関する予備的

研究 

 

単著 

 

2024年3月 

 

札幌大谷大学・札幌大谷

大学短期大学部紀要 

第54号 

14頁 

 

広域通信制高校のサテライト施設

の研究を始める予備的段階として、

関連する先行研究の検討を行い、今

後の研究課題を考察した。今後の研

究課題として、①学校関係者・施設

関係者からの聞き取りを行い、広域

通信制高校とサテライト施設の関係

を構造的に捉えていくこと②多様な

機関がサテライト施設として参入す

るようになった背景を検討すること

③個々のサテライト施設のフィール

ドワークを行い教育活動の詳細を明

らかにしていくこと④サテライト施

設の事例を通して改めて学校のあり

方を検討してみること、以上の 4 点

であることが明らかとなった。 
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15. 児童文学の授業実

践に関する研究-新型コ

ロナ感染症流行におけ

る保育学生の不安構造

を踏まえた考察 

 

共著 

 

2025年3月 

 

札幌大谷大学・札幌大谷

大学短期大学部紀要 

第55号 

14頁 

 

（4）－3 現在の授業実践について

（P7～P9）、（4）現在の授業実践につ

いて（P11）を担当 

本研究と2021年調査の比較から、現

在保育者を目指し保育者養成校で学

ぶ学生が、新型コロナ感染症流行4年

後の現在においても、感染不安や対

人関係に対する不安を抱いている現

状が確認された。実習中の保育実践

の1つである読み聞かせについての

振り返りでは2021年調査よりもその

充実感が増していたが、「児童文学」

の授業に対する期待は高いことが明

らかになった。さらに、「児童文学」

の授業実践について、新型コロナ感

染症流行以前（～2020年）と流行後

（2020年～2021年）、現在（2022年～）

の3時点に分けその実践内容を比較

し、今後の「児童文学」の授業内容

について考察した。 

 

（共著者） 

渡邉舞・井口美和・横田由紀子 

 

(口頭発表)     

１．スリランカにおける

貧困世帯の教育費支援－

スリランカのサムルディ

計画を中心に－ 

 

単著 

 

平成18年10月 

 

日本社会福祉学会 

第54回全国大会 

（立教大学） 

 

「学術論文「スリランカにおける貧

困と教育―教育費の活用を中心とし

たサムルディ計画の成果と課題―」

を修正して発表した。」 

 

２．小規模校による学力

向上の取り組み北海道江

別市立江北中学校の実践 

 

単著 

 

平成19年8月 

 

日本学校教育学会 

第22回全国大会 

（鹿児島大学） 

 

「小規模校で学力向上の取り組みを

行い、生徒へのアンケート調査を参

考に、「学習意欲の向上」「学習ス

タイルの確立」「家庭学習の定着」

の観点から、その成果と課題を分析

した。その結果、3観点とも良好な結

果が得られ、取り組みの成果が見ら

れた。ただし、結果は、授業や家庭

学習によってプラスに変容した可能

性もあり、学力向上の取り組みだけ

の成果であるとは断言できない。学

力向上は、小中学校の一層の連携が

必要である。」 

 

３．公的扶助を伴ったマ

イクロファイナンスの検

討－スリランカのサムル

ディ計画の事例より－ 

 

単著 

 

平成19年9月 

 

日本社会福祉学会 

第55回全国大会 

（大阪市立大学） 

 

「スリランカのサムルディ計画は、

貧困層に、食料カードや定額貯金を

支給し、希望者には、融資の貸付も

行っている。このサムルディ計画が、

利用者の生活改善に繋がっているか

どうか、現地調査のデータを参考に

検討した。その結果、利用者の収入

を安定させる要因は、サムルディ計

画の公的扶助ではなく、家族資源で

あることが明らかになった。この計

画の公的扶助は、少額のため、利用

者の生活を改善するには至らない結

果となった。」 
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４ ．高等専修学校におけ

る教育内容の検討－教育

課程の類型化を中心に－ 

 

単著 

 

平成25年8月 

 

日本学校教育学会 

第28回大会 

（鳴門教育大学） 

 

学術論文「教育の目的による高等専

修学校の分類」を修正して発表。 

 

５．専修学校研究の現状

と課題 

 

単著 

 

平成25年8月 日本教育学会  

第72回大会 

（一橋大学） 

 

学術論文「専修学校研究の検討」を

加筆・修正して発表。 

６．非主流の後期中等教 

育機関における進路の 

課題 

 

単著 

 

平成27年7月 

 

日本高校教育学会  

第23回大会 

（筑波大学） 

 

「本発表は、高校と同じく後期中等

教育に属する高等専修学校におい

て、学校種が異なることで起きてい

る進学における課題を提示した。一

定の基準を満たしている高等専修学

校には、高校と同じく1985年から大

学入学資格が認められている。しか

し、大学の倍率等によっては、高等

専修学校からの推薦入学やAO入試を

認めていない大学もある。なぜ、高

校との間に格差が生じるのか、今後

の課題として、高等専修学校におけ

る教育の実態を明らかにする必要が

ある。」 

 

７．広域通信制高校とサ 

テライト施設の予備的 

検討 

 

単著 

 

2024年11月 

 

日本通信教育学会第72

回研究協議会 

（桜美林大学） 

 

高校教育機会の保障という観点か

ら、広域通信制高校とサテライト施

設における連携の現状と課題につい

て考察するために、本報告では、そ

の予備的検討として、通信制高校の

前身組織を基準に広域通信制高校を

分類化し、その組織別による広域通

信制高校とサテライト施設との全国

展開パターンの整理を行った。さら

に、その整理を通して、広域通信制

高校とサテライト施設に関する今後

の研究課題を提示した。 

 

８．夜間・深夜労働の保

護者を支える夜間保育

施設の保育と子育て支

援 

共著 2025年1月 第17回研究大会（貧困研

究会・沖縄大学） 

夜間・深夜労働をしている保護者

は夜間保育施設を利用しながらどの

ように生活（仕事、家事、育児、余

暇）しているかを明らかにするため

に、保護者へのインタビュー調査を

実施した。本報告では、保護者への

インタビュー調査で得た知見を基

に、夜間保育施設を利用している保

護者の生活を所得貧困と時間貧困の

観点から検討を行い、発表した。 

 

（共著者） 大澤亜里・大澤真平 

 

 


